
宗谷シーニックバイウェイ
SOYAScenic Byway

1SY-

【グランプリ・天塩川シーニックバイウェイ】 西川文彬

作品名：天空の波濤

活動名：礼文島リボンプロジェクト

1

【概 要】大雪・富良野ルート、萌える天北オロロンルートとのルートを跨いだフォトコンテスト。
平成29年度から天塩川ルートも加入した。８年目の開催。

【応募期間】令和４年6月1日～9月30日
【主 催】道北ルート連携フォトコンテスト実行委員会

これまでの応募作品数

活動名：道北ルート連携フォトコンテストの開催（継続）

ルート名
応募作品総数

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

大雪・富良野ルート 35 49 69 23 58 71 88 95 82

宗谷シーニックバイウェイ 38 49 95 40 35 80 76 148 47

萌える天北オロロンルート 44 51 43 29 31 55 72 61 57

天塩川シーニックバイウェイ - - - - 7 48 46 44 22

対象外 3 9 6 0 2 0 0 0 0

合計 117 149 213 92 133 254 282 348 214チラシ

【ルート賞・宗谷シーニックバイウェイ】 藤井啓太

作品名：雲海を見下ろす 白い道で
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活動名：礼文島リボンプロジェクト
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【概 要】道北ルート連携フォトコンテストや道北の美しい風景をPRするために、フォトコンテス
トの入選作品のパネル展を開催した。

【主 催】道北ルート連携フォトコンテスト実行委員会
【開催場所】道の駅「北オホーツクはまとんべつ」、稚内地方合同庁舎、稚内市図書館、豊富町「ふ

らっと★きた」、稚内市「キタカラアトリウム」、

活動名：道北ルート連携フォトコンテストのパネル展の開催（継続）

開催箇所 日程

道の駅「北オホーツクはまとんべつ」 6/13～6/24

豊富町「ふらっと★きた」 8/1～8/8

稚内地方合同庁舎 8/9～8/19

稚内市「キタカラアトリウム」 8/22～9/1

稚内市図書館 2/1～2/17

パネル展開催日程 豊富町「ふらっと★きた」

稚内市図書館道の駅「北オホーツクはまとんべつ」
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利尻島サイクルバス

H29実績 H30実績 R1実績

R2実績 R3実績 R4実績

（台）

活動名：礼文島リボンプロジェクト
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【概 要】絶景と約25kmにも渡るサイクリングロードを有する利尻島を、サイクリング適地と位
置づけ、ライト層であっても気軽に利尻島約60kmを1周できる仕組みづくりを行う。平
成29年度の実証実験を経て、平成30年度から本格的にサービスが開始した。

【実施期間】令和3年4月21日～10月31日（194日間）
【自転車積載回数】：77台回

※H29実績 12台回（平成29年8月1日～10月31日）、H30実績 40台回（平成30年4月21日～10月31日）、
R1実績 59台回（令和元年4月21日～10月31日）、R2実績 59台回（令和2年4月21日～10月31日）、
R3実績 77台回（令和3年4月21日～10月31日）、 R４実績 ６６台回（令和４年4月21日～10月31日）

活動名：利尻島での自転車・バスの周遊観光実験（継続）

自転車を積載している様子

車内で掲示されている利用案内

サイクルバス利用者の変遷

自転車を固定している様子
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活動名：秀逸な道（宗谷ヒストリーロード）清掃活動（継続）
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【概 要】国道238号「秀逸な道」声問区間（稚内空港周辺の３キロ区間）における沿線の美化活
動。令和元年度から実施し、令和４年度で４回目となった。秀逸な道の清掃活動には、山
本建設㈱、稚内印刷㈱、稚内ロータークラブ、稚内信金、稚内市、稚内開発建設部の68
名が参加した。今年度から豊岩駐車帯の清掃も実施した。

【日 時】令和4年7月22日

【場 所】稚内市声問

声問区間の集合写真

声問区間の清掃活動

声問区間の清掃活動 豊岩駐車帯の清掃活動

豊岩駐車帯の集合写真
声問区間の清掃活動



宗谷シーニックバイウェイ
SOYAScenic Byway

5SY-

活動名：宗谷丘陵・白い道サスティナブルな観光コンテンツ事業
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【概 要】稚内観光協会と連携し、「白い道」の資源保護や満足度の向上など来訪者に持続可能な観
光地への取組を体験していただく実証実験。具体的には、キッチンカーによる軽食提供、
リラックスコーナーの設置、電動MTB及び電動キックスクーターの貸し出し、ガイドツ
アーの開催、敷設貝殻の販売を行った。

【日 時】令和4年9月17日（土）、18日（日） ※18日は雨天のため中止

【場 所】稚内市宗谷岬・白い道



令和４年度

宗谷シーニックバイウェイ 活動報告

１．ルート運営活動計画の進捗状況
２．活動団体の活動状況及び課題
３．ルート運営活動計画の推進体制の状況及び課題
４．ルート運営行政連絡会議の取組状況及び課題



１．ルート運営活動計画の進捗状況

ルート名称：宗谷シーニックバイウェイ 報告者：宗谷シーニックバイウェイルート代表　　中場　直見 報告年月日：2023/3/31

活動名 主催 活動実施日 参加人数 活動名 主催 活動実施日 参加人数 総括

秀逸な道（宗谷周氷河ロード）
景観診断の実施

稚内開発建設部 R3.10.11 19名
宗谷丘陵・白い道サスティナブ

ルな観光コンテンツ事業
宗谷シーニックバイウェイルート

運営代表者会議
R4.9.17 20名 SY ― 5

－ － － － － － － －

景観のための地場産業との
連携

②地場産業との連携による景
観・環境の保全 － － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

秀逸な道（宗谷ヒストリーロー
ド）清掃活動

宗谷シーニックバイウェイルート
運営代表者会議

R3.10.11 62名
秀逸な道（宗谷ヒストリーロー
ド）清掃活動

宗谷シーニックバイウェイルート
運営代表者会議

R4.7.22 68名 SY ― 4

④景観や環境を保全する
ルールづくり － － － － － － － －

⑤フェリー乗り場での泥落とし
等外来種混入防止と駆除活
動

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

アイスキャンドルやスノーキャ
ンドルによる冬の色彩り

④アイスキャンドルやスノー
キャンドルによる冬の色彩り
の演出

－ － － － － － － －

流木を活用したプランター作
り

⑤流木を活用したプランター
づくり － － － － － － － －

商業看板等の規制など景観
整備・保全のためのルール作
り

景観・環境に関わる活動　方
針①宗谷らしい自然景観や環
境の保全と活用　へ

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

地域コミュニケーション形成の
ための、ボランティアの育成

景観・環境に関わる活動　方
針③次世代が安心で豊かな
生活がおくれる地域づくり　へ

－ － － － － － － －

宗谷シーニックマイレージ等
オリジナルプログラムの提案

①住民と観光客が双方プラス
になる宗谷エコレージなどの
プログラムの推進

－ － － － － － － －

礼文島リボンプロジェクト 礼文島観光協会 通年 － 礼文島リボンプロジェクト 礼文島観光協会 通年 －

利尻山コマドリプロジェクト
利尻山登山道等維持管理連絡

協議会
通年 － 利尻山コマドリプロジェクト

利尻山登山道等維持管理連絡
協議会

通年 －

環境保全のためのルール作
り

景観・環境に関わる活動　方針①
宗谷らしい自然景観や環境の保
全と活用　へ

－ － － － － － － －

CO２削減のための植林及び
植栽活動

②CO２を削減するシーニック
の森等の植栽活動の推進 － － － － － － － －

フェリー乗り場での泥落とし等
外来種混入防止活動の実施

景観・環境に関わる活動　方
針①宗谷らしい自然景観や環
境の保全と活用　へ

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

道路等に散乱するゴミ処理問
題に対する提案 － － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

地域の将来を担う子供たちへ
の教育活動

②地域の将来を担う子供たち
への教育活動 － － － － － － － －

③地域コミュニケーション形成
のため、ボランティアの育成 － － － － － － － －

R3

活動状況
資料番号

コロナ禍のため宗谷エリアを
来訪する旅行者が減少して
いる。アフターコロナに向け
て、旅行者と地域住民を繋
ぐ仕組みや環境づくりを模

索し、宗谷のおもてなし向上
を目指す。

コロナ禍のため対面による
勉強会や教育活動などは実
施できない状況であった。

ルート運営代表者会議の運
営見直しを進めつつ、今後
の地域づくりを模索してい

く。

秀逸なの清掃活動の中で、
新たに豊岩駐車帯（宗谷周
氷河ロード）の清掃活動も実
施した。また白い道の活用
に向けた実証事業も展開し
ており、景観改善の他、誘

客・活用についても実施して
いく。

宗谷の素晴らしさに対する認
識向上及び啓発のための勉
強会の開催

①宗谷らしい景観や環境が体
感できるポイントの創出と磨き
上げ

景観趣向に応じたビューポイ
ントの発掘及びマップの作成

住む人と来る人（交流人口）
の幸せを共感できる環境づく
り

R4

宗谷らしい自然景観や環境の
保全と活用

地元人としての『慣れ』から脱
却し、宗谷を再認識するため
の勉強会の開催

③景観を美しくみせ、環境を
守る清掃活動

自慢できる自然・雄大な
自然景観の保全

次世代が安心で豊かな
生活を送れる地域づくり

雄大な自然景観及び宗
谷らしい産業景観を魅
せる

春・夏・秋の季節に応じた植
樹活動

観光客への啓発活動

より良い景観整備を目
指す

ルート（エリア）運営活動
計画方針（～H26）

ルート（エリア）運営活動
計画活動内容（～H26）

住民及び観光客の双方
にプラスとなる自然環境
及び経済（財布）の両立

情報・観光に関わる活動　方
針③地域の問題をみんなで
解決するシーニックバイウェイ
の連携強化へ

環境保全を兼ねた清掃活動

魅せるための景観形成

ルート（エリア）運営活動
計画方針（H27～）

環境

景観

①宗谷の素晴らしさに対する
認識向上及び啓発のための
勉強会の開催

③おもてなしを演出する春・
夏・秋の季節に応じた植栽活
動

次世代が安心で豊かな生活
を送れる地域づくり

ルート（エリア）運営活動
計画活動内容（H27～）

環境保全を兼ねた海岸線で
の清掃活動



１．ルート運営活動計画の進捗状況

ルート名称：宗谷シーニックバイウェイ 報告者：宗谷シーニックバイウェイルート代表　　中場　直見 報告年月日：2023/3/31

活動名 主催 活動実施日 参加人数 活動名 主催 活動実施日 参加人数 総括

R3

活動状況
資料番号

R4
ルート（エリア）運営活動

計画方針（～H26）
ルート（エリア）運営活動
計画活動内容（～H26）

ルート（エリア）運営活動
計画方針（H27～）

ルート（エリア）運営活動
計画活動内容（H27～）

観光案内所及び情報ボラン
ティア等コミュニケーションに
よる情報提供

①観光案内所及び情報ボラ
ンティア等コミュニケーション
による情報提供

－ － － － － － － －

情報ボランティア等人材の発
掘及び育成

情報・観光に関わる活動　方
針③地域の問題をみんなで
解決するシーニックバイウェイ
の連携強化へ

－ － － － － － － －

宗谷らしいシンボリティックな
デザインの提案

⑤宗谷らしいシンボリティック
なデザインの提案 － － － － － － － －

ルート及び情報発信場所にお
ける看板等の設置

④ルート及び情報発信場所に
おける看板等の設置 － － － － － － － －

既存ツール（さいほくネット等）
及び紙媒体（ポスター等）を活
用した情報発信

②既存ツール（ネットやSNS）
及び紙媒体（ポスター等）を活
用した情報発信の充実

道北ルート連携フォトコンテスト
のパネル展の開催

道北ルート連携フォトコンテスト
実行委員

道の駅「北オホーツクはまとん
べつ」R3.6.14～6.25

稚内地方合同庁舎R3.8.2～8.13
豊富町「ふらっと★きた」R3.8.16

～8.27
稚内市「キタカラアトリウム」

R3.8.30～9.6
稚内市立図書館R3.2.8～2.18

－
道北ルート連携フォトコンテスト

のパネル展の開催
道北ルート連携フォトコンテスト

実行委員

道の駅「北オホーツクはまとん
べつ」R4.6.13～6.24

豊富町「ふらっと★きた」R4.8.1
～8.8

稚内地方合同庁舎R4.8.9～8.19
稚内市「キタカラアトリウム」

R4.8.22～9.1
稚内市立図書館R5.2.1～2.17

－ SY ― 2

分科会活動及び団体活動の
情報共有・連絡のためのシス
テムづくり

情報・観光に関わる活動　方針③
地域の問題をみんなで解決する
シーニックバイウェイの連携強化
へ

－ － － － － － － －

オンリーワンな情報発信内
容・方法の提案

③オンリーワンな情報発信内
容・方法の提案

道北ルート連携フォトコンテスト
の開催

道北ルート連携フォトコンテスト
実行委員会

R3.6.1～9.30 応募作品数348作品
道北ルート連携フォトコンテスト

の開催
道北ルート連携フォトコンテスト

実行委員会
R4.6.1～9.30 応募作品数214作品 SY ― 1

情報収集方法の確立に向け
たルールづくり － － － － － － － －

空港やフェリーターミナル等
宗谷の玄関口における花壇・
プランター等の整備

①空港やフェリーターミナルな
どの宗谷の玄関口におけるお
もてなしの演出

－ － － － － － － －

宗谷サイクルバスを活用したモ
ニターツアーの実施

宗谷シーニックバイウェイルート
運営代表者会議

R3.10.7～10.9 8名
宗谷アクティブバスによるツ

アー等の実施

宗谷バス(株)、稚内観光協会、
宗谷シーニックバイウェイルート
運営代表者会議

－
ツアーは7本、全70名。路線バ
スは6～9月で1,164名、自転車

49台の利用。

－ － － － － － － －

稚内北防波堤ドーム及び利
尻のライトアップ等第一印象
のアピール

－ － － － － － － －

景観趣向に応じたビューポイ
ントマップの作成 － － － － － － － －

ビューポイントを効果的に結
ぶルートの策定

④景観や環境が体感できるポ
イントの活用とルートづくり

秀逸な道（宗谷周氷河ロード）
景観診断の実施

宗谷シーニックバイウェイルート
運営代表者会議

R3.10.11 22名 － － － －

三脚台の設置及び大駐車場
を備えたカメラ撮影ポイントの
整備

－ － － － － － － －

利尻島の桜等の植栽活動 － － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

大牧草地を活用したパークゴ
ルフ等のグリーンツーリズム
の実施

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

『種』から育てる新たな
観光の創出

－ － － － － － － －

⑤フットパスやサイクリングな
ど新たなツーリズム創出 － － － － － － － －

利尻島での自転車・バスの周遊
観光実験

宗谷バス（株） R3.4.21～10.31 77台回
利尻島での自転車・バスの周遊

観光実験
宗谷バス（株） R4.4.21～10.31 66台回 SY ― 3

宗谷サイクルバスを活用したモ
ニターツアーの実施

宗谷シーニックバイウェイルート
運営代表者会議

R3.10.7～10.9 8名
宗谷アクティブバスによるツ

アー等の実施

宗谷バス(株)、稚内観光協会、
宗谷シーニックバイウェイルート
運営代表者会議

－
ツアーは7本、全70名。路線バ
スは6～9月で1,164名、自転車

49台の利用。

きた北海道エコ・モビリティ
事業として、天塩川シーニッ
クバイウェイと連携し人力の
移動と公共交通を組み合わ
せた周遊観光のエコモビリ
ティ観光の推進を過年度か
ら展開している。令和3年度
からは新たにサイクルバス・
アクティブバスの取り組みを
展開しており、管内のサイク
ルツーリズム等の推進に向
けて地域内の連携を強化す

る。

宗谷の魅力（底力）を磨き上
げ十分に提供できるおもてな

しの育成

道北のシーニックバイウェイ
ルートが連携したフォトコン
テストの開催や入選作品の
パネル展を実施した。今後
はアフターコロナに向けて、
美しいみちに関する情報発

信の強化を目指す。

③物産等の地域限定商品の
発掘及び供給システムづくり

物産等の地域限定商品の発
掘及び供給システムづくり

特異な地理条件（利尻・礼文）
を克服する情報発信

観光

宗谷人の心・温かさを感
じる管内での情報発信

既往の情報発信ツール
を活用したオンリーワン
な情報発信

②宗谷らしさが体感できる参
加型・体験型のメニューづくり

広報戦略としての宗谷
シーニックバイウェイデ
ザインの統一

観光客の心に残る宗谷
の旅の演出づくり

「歩いて逢う」をテーマとした
フットパス等の参加型・体験
型メニューづくり

景観整備及び環境保全を兼
ねた海岸線での清掃活動

情報



１．ルート運営活動計画の進捗状況

ルート名称：宗谷シーニックバイウェイ 報告者：宗谷シーニックバイウェイルート代表　　中場　直見 報告年月日：2023/3/31

活動名 主催 活動実施日 参加人数 活動名 主催 活動実施日 参加人数 総括

R3

活動状況
資料番号

R4
ルート（エリア）運営活動

計画方針（～H26）
ルート（エリア）運営活動
計画活動内容（～H26）

ルート（エリア）運営活動
計画方針（H27～）

ルート（エリア）運営活動
計画活動内容（H27～）

宗谷サイクルバス見学会の開
催

宗谷シーニックバイウェイルート
運営代表者会議

R3.7.15 - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

『種』から育てる新たな
観光の創出

- - - - - - - -

- - - - - - - -

⑤フットパスやサイクリングな
ど新たなツーリズム創出 - - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

きた北海道ルートサイクルツ―
リズム連絡会議　宗谷地区部会

の開催

稚内観光協会、宗谷シーニック
バイウェイルート運営代表者会

議、稚内観光協会

R3.10.19
R3.12.10

約30名
きた北海道ルート連絡会議等

の開催

稚内観光協会、宗谷シーニック
バイウェイルート運営代表者会

議、稚内観光協会

全体会議　R4.7.14
コアメンバー会議　R4.11.17

約30名

外国人観光及び教育・体験旅
行の誘致

⑥外国人観光及び教育・体験
旅行の誘致 - - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

地域の将来を担う子供たちへ
の教育活動を通じた地域づく
り

③地域の将来を担う子供たち
への教育活動を通じた地域づ
くり

- - - - - - - -

観光振興・地域づくりイ
ベント

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

宗谷の魅力（底力）を磨き上
げ十分に提供できるおもてな

しの育成

コロナ禍のため対面による
会議等は実施できない状況
であった。ルート運営代表者
会議の運営体制の見直しを
含め、今後は宗谷地域のコ
ミュニケーションを強化して

いく。シーニックバイウェイ活動に
対する地域への浸透のため
のシンポジウム等の開催

②地域の課題を共有し解決
策などを考える勉強会やシン
ポジウムの開催

活動継続に向けた意識改革
のための勉強会の実施

観光

①分科会活動及び団体活動
の情報共有・連絡のためのシ
ステムづくり

シーニックバイウェイ活
動の継続及び地域への

浸透

情報・観光に関わる活動　方
針③地域の問題をみんなで
解決するシーニックバイウェイ
の連携強化

きた北海道エコ・モビリティ
事業として、天塩川シーニッ
クバイウェイと連携し人力の
移動と公共交通を組み合わ
せた周遊観光のエコモビリ
ティ観光の推進を過年度か
ら展開している。令和3年度
からは新たにサイクルバス・
アクティブバスの取り組みを
展開しており、管内のサイク
ルツーリズム等の推進に向
けて地域内の連携を強化す

る。



３．ルート運営活動計画の推進体制の状況及び課題

報告者：宗谷シーニックバイウェイ代表　　中場　直見

基本方針 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 備考

ルート運営代表者会議
活動団体個別

ヒアリング

幹事会

きた北海道エコ・モビリティ事業

きた北海道
ルート連絡会
議　全体会議
（オンライン）

きた北海道
ルート連絡会
議　コアメン
バー会議（旭

川）

宮内忍・意見
交換会（旭川）

その他

基本方針 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 備考

行政連絡会議の実施

ルート名称：宗谷シーニックバイウェイ 報告年月：2023/3/31

活動団体

ＮＰＯ 法人映像コミュニティ・ムーブユー／猿払イトウの会／宗谷建設青年会／未来のくらしと宗谷路（ネットワーク）を考える会／利尻富士町宿泊業組合／稚内観光協会青年部／稚内商工会議所／稚内青年会議所／稚内のみなとを考える女性ネットワー
ク／稚内ホテル旅館業組合／稚内みなとまちづくり懇談会／フラワーマスター稚内／稚内市歴史・まち研究会／稚内観光協会／豊富町観光協会／猿払村観光協会／利尻富士町観光協会／利尻町観光協会／礼文島観光協会／宗谷バス株式会社／ハー
トランドフェリー株式会社／NPO法人 クッチャロ湖エコワーカーズ／浜頓別町観光協会／浜頓別町商工会／　（計24団体）

ルート運営体制（活動団体）

コロナ禍により円滑に
会議が開催出来ない
状況であった。宗谷地
域のサイクルツーリズ
ムや地域連携DMO設
立に向けた地域の動
きと合わせて会議等を
開催してきた。

ルート名称：宗谷シーニックバイウェイ 報告者：稚内開発建設部 報告年月：2023/3/31

行政連絡会議 ルート運営代表者会議

幹事会

分科会

活動する個

人
団体・機関

景観・環境 観光・情報

宗谷シーニック

オブザーバー



４．ルート運営行政連絡会議の取組状況及び課題

ルート名称：宗谷シーニックバイウェイ

ルート（エリア）運営活動計画方針 令和4年度の活動内容 活動実施日 実施機関 成果及び課題 総括 活動No

秀逸な道（宗谷ヒストリーロード）清掃活動 R4.7.22
宗谷シーニックバイウェイルート運営代表者会

議

国道238号「秀逸な道」声問区間における沿線の美化活動。多く
の方が参加するととともに、秀逸な道のPRにもなった。今年度か
ら豊岩駐車帯の清掃も実施した。

SY-4

宗谷丘陵・白い道サスティナブルな観光コン
テンツ事業

R4.9.17
宗谷シーニックバイウェイルート運営代表者会

議

稚内観光協会と連携し、「白い道」の資源保護や満足度の向上な
ど来訪者に持続可能な観光地への取組を体験していただく実証
実験。具体的には、キッチンカーによる軽食提供、リラックスコー
ナーの設置、電動MTB及び電動キックスクーターの貸し出し、ガ
イドツアーの開催、敷設貝殻の販売を行った。

SY-5

道北ルート連携フォトコンテストの開催 R4.6.1～9.30 道北ルート連携フォトコンテスト実行委員会

大雪・富良野ルート、萌える天北オロロンルート、天塩川シーニッ
クバイウェイと連携したフォトコンテスト。今年度もコロナ禍のため
過去に撮影した写真も応募可とした。また学生部門も設けた。応
募作品は214作品であった。

SY-1

道北ルート連携フォトコンテストのパネル展
の開催

道の駅「北オホーツ
クはまとんべつ」
R4.6.13～6.24

豊富町「ふらっと★
きた」R4.8.1～8.8

稚内地方合同庁舎
R4.8.9～8.19

稚内市「キタカラアト
リウム」R4.8.22～9.1

稚内市立図書館
R5.2.1～2.17

道北ルート連携フォトコンテスト実行委員会

道北ルート連携フォトコンテストのPRや道北の美しい風景をPRす
るために、過年度のフォトコンテスト入選作品のパネル展を開催
した。住民や旅行者が集まる場所で、パネル展を開催すること
で、多くの方にPRすることができた。

SY-2

きた北海道エコ・モビリティ事業
「利尻島での自転車・バスの周遊観光実

験」
R4.4.21～10.31 宗谷バス（株）

自転車をそのまま積載できる「サイクルバス」を利尻島の路線バ
スとして運行した。本格運行が今年度で4年目となり、島内にサイ
クルバスが定着しつつある。コロナ禍であったが、66名台の利用
があった。

SY-3

宗谷アクティブバスによるツアー等の実施 夏期 宗谷シーニックバイウェイルート運営代表者会議

令和3年度から導入した宗谷アクティブバスを活用し、稚内駅～
宗谷岬までの路線バス運行及び貸切バス運行を行った。ツアー
は7本、全70名。路線バスは6～9月で1,164名、自転車49台の利
用があった。

稚内観光協会、宗谷シーニックバイウェイルー
ト運営代表者会議、稚内観光協会

全体会議　R4.7.14
コアメンバー会議
R4.11.17

稚内観光協会、宗谷シーニックバイウェイルート運
営代表者会議、稚内観光協会

きた北海道ルートにおける宗谷地区のサイクルツーリズムを推進
するために、全体会議及びコアメンバー会議を開催した。きた北
海道ルート全体でサイクルツーリズム現状を関係者と共有するこ
とができた。

報告者：稚内開発建設部 報告年月：2023/3/31

情報・観
光

景観・環
境

宗谷らしい自然景観や環境の保
全と活用

秀逸な道の2区間につ
いて、地域と連携・協働
し、宗谷らしい景観を守
り・育てる取組を推進し

ていく。

フットパスやサイクリングなど新
たなツーリズム創出

特異な地理条件（利尻・礼文）を
克服する情報発信

ルート内の美しい風景
写真を通して。宗谷シー
ニックバイウェイの情報
発信を強化する。

サイクルツーリズムを中
心に、宗谷管内の新た
なツーリズム創出を目

指す。


